出会いの機会を当てる

[image: 学校の昇降口（日中）]
手品やパズルの中には文字を使って説明できるものも多い。ここでは，数当て手品について考えよう。まず，2人ずつのペアに分かれ，ひとりが当てる人，もうひとりが当てられる人になる。当てる人は当てられる人に向かって，次のように言う。

	紙に，次のことを書いてください。
[image: ]
(1)～(9)のうち，１つの数χを選んでください。
最後に，残りの数字を足してください。
さて，答えｙはいくつになりましたか？



最後に得られた2桁の数をｙとする。当てる人は，当てられる相手からの総和の数字ｙを確認し，9で割る。（もしくは，その総和ｙより少し大きい九九の9の段の数字からこの数字を差し引く。）求められた数字の余りで，出会いの機会ｚが解かる。
[image: C:\Users\s058047\Desktop\青年組み合わせ立ち絵素材_体験版\三白眼\01_通常\怒り.png][image: 何かの施設のエレベーターホール（照明ON）]



	文字を利用して，出会いの機会がわかる理由を考えてみよう。まず，(1) ～(9)のうち，１つを選び，残りの選択肢の数字を足す。（例：(5)　大学　）
ｙ＝α1＋α2＋α3＋…＋α9　－χ
　　　ｙ＝45－5＝40  　　　  a=4　，b＝0
10a＋b＝9a＋b＋a＋b
　　　　＝9（a＋b）＋（a＋b）
　　　　＝36＋0＋4＋0＝40　　∴χ＝5

したがって，いずれも9の倍数より「5」足らないため，相手が選んだ数は「5」である。



[image: C:\Users\s058047\Desktop\青年組み合わせ立ち絵素材_体験版\普通目\01_通常\驚く.png][image: C:\Users\s058047\Desktop\現代職業女性立ち絵素材_体験版\医者\01_通常\怒り2.png][image: 機械室（照明ON）]

	ポイント：【九去法】
もとの数を９で割った余りが，各位の数の和を９で割ったときの余りと等しい。


【計算シート】
	1
	まず，(1) ～(9)のうち，１つを選び，残りの選択肢の数字を足す。（例：(6)　勤務先　）
χ＝α1＋α2＋α3＋…＋α9
　　　　　ｙ＝1＋2＋3＋4＋5＋7＋8＋9
　　　　＝39

この数字ｙに近い数で且つ，少々大きい九九の9の段の数を差し引くと，
39－(9×5)＝45－39＝6
　　　　　　　　　　　選択した数字：　6 
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